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eff e c t o n p h a si c p ai n i n w ild - t y p e a n d m u t a n t

m i c e . I n t o ni c p ai n t e st s , m u t a n t m i c e d e m o n st r at -

e d n o ci c e p ti v e b e h a vi o r si m il a r t o w ild - ty p e a ni -

m al s . K et a m i n e w e a kly b u t sig n ifi c a n tly r e d u c e d

p h a s e 2 b e h a vi o r i n th e fo rm ali n t e st i n w ild - ty p e

m i c e . It s eff e ct o n a c e ti c a cid - i n d u c e d ab d o m i n al

c o n st ri cti o n s w a s m o r e p r o n o u n c e d . Ti l e a n alg e si c

r e s p o n s e s t o k et a m i n e i n t o ni c p ai n t e st s w e r e n o t

alt e r e d i n m u t a n t m i c e . T h e s e d at a i n di c a t e th at

k e t a m i n e h a s n o e ff e c t o n a c u t e n o ci c e p ti v e

t h r e sh old s i n s o m a ti c ti s s u e s i n n o rm al m i c e . A ft e r

p e rip h e r al i n fl a m m ati o n k et a m i n e m o r e p o t e n tly

all e vi at e s p a l m Of vi s c e r al r at h e r t h a n of s o m ati c

o rigi n . T h e r e s ult s i n m u t a n t m i c e s u g g e st th at th e

N M D A r e c e p t o r E I s u b u n it i s p r o b a bl y n o t

i m p o rt a n t i n p ai n m e c h a n i s m s a n d d o e s n ot m e di -

ate a n alg e si c e ff e ct of k et a m i n e .

1 0 　 当 院 に お け る オ ピ オ イ ド 鎮 痛 薬 の 使 用 状 況

北 原 紀 子 ・ 高 田 俊 和 ・ 丸 山 洋 一

県立 が ん セ ン タ ー 新潟病院麻酔科

近年, オキシ コ ド ン
,

フ ェ ン タ ニ ル パ ッ チ , 塩

酸モ ル ヒ ネ分放液が発売さ れ, がん性痔痛の使用

薬剤の 幅が広が っ た . 私たちは全 国が ん (成人病)

セ ン タ
ー

協議会の施設を対象にオ ピオイ ド使 用量

とそ の使用 に関する意識調査 を行 っ た ので
, 当院

の結果と比較した . 他施設と比較すると
, 当院

で は フ ェ ン タ ニ ル パ ッ チ と塩酸モ ル ヒ ネ注射剤の

使用比率およびそ の 評価が高 か っ た . ま た
, オキ

シ コ ド ン徐放剤と塩酸モ ル ヒ ネ分包液の量 が増加

し つ つ ある . その 反面, 硫酸モ ル ヒ ネ の使用量 は

減少して い る .

1 1 　 帯 状 疱 疹 後 神 経 痛 患 者 に 対 す る マ グ ネ シ ウ ム

点滴療法の試み

佐 藤 剛 ・ 岡 本 学 ・ 冨 田 美 佐 緒

馬 場 洋

新潟大学医歯学総合病院麻酔科

今回我 々は , 帯状癌疹が原因によ る痔痛にて 当

科に外来通院 して い る患者 2 1 名に対 し
,

マ グネ

シ ウ ム 点滴によ る痔痛緩 和効果の程度と持続時間

を調査 した . その結果, 帯状癌疹痛より帯状癌疹

後神経 痛の 方が より緩和効果 を示 す割合が 高く ,

持続時間は数時間と数十時間の グ ル ー プに大別 さ

れ る傾向があ っ た . 今回の 試みだけで は擢患期間

の 長さと効果との相関はは っ きり しなか っ た が
,

今後症例を重ねて い く こ と で検討して いく価値は

あ るか と思われる .
マ グネ シ ウ ム点滴療法に よる

痔痛緩和の機序はま だ完全 に解明されて い ない 点

は多い もの の
, 帯状癌疹後神経痛の 治療法と して

マ グネ シ ウ ム 点滴療法は大きな副ノ作用 もなく簡便

で ある こ とから これ からも治療法の ひ と つ と して

試み る価値はある と思われた .

1 2 　 遺 伝 性 血 管 神 経 性 浮 腫 症 の 患 者 の 麻 酔 経 験

中 安 浩 介 ・ 堂 前 圭 太 郎 ・ 持 田 崇

種 岡 美 紀 ・ 今 井 英 一 ・ 北 原 泰

傳 田 定 平 ・ 野 本 優 二 *

新潟市民病院麻酔科

同 救急救命 セ ン タ ー *

遺伝性血管神経浮腫症 (以 下 : H A N E) の患

者の 腹腔 鏡下胆 嚢摘出術に おけ る麻酔を経験 し

た .

患者 は 73 歳女性. 兄弟, 子供, 孫に H A N E あ

り . 6 6 歳時,
H A N E と診断された

. 7 0 歳時より当

院内科に て ダ ナ ゾ -

ル 内服に て 加療を続 けて い

た . 平成 1 7 年 3 月 16 日, 急性胆 嚢炎に て入院 .

症状改善後手術予定と なり,
5 月 9 日に手術を行

な っ た . 予防的 に手術前よりダ ナゾ - ル の 増量 を

行 い
, 術直前に C l - I n b 製剤の投与を行な っ た

.

麻酔時には硬膜外穿刺は行なわず,
ラ リ ンギ ア ル

マ ス クを使用するなど身体, 気道 へ の刺激を抑え

た . 術後に特に症状 の 出現 は なく, 適切 な予防と

麻酔時の 侵襲を抑える事で
,

H A N E の 患者で も通

常通りの手術が可能で あ っ た
.


